
英国学派国際関係論の現在と秩序・正義・共生 
  日時： 2012年3月26日(月)10:00-17:00 
場所： 立命館 朱雀キャンパス 303号 

       
セッションⅠ 10:00-12:00 
 司会   佐藤 史郎 „京都大学東南アジア研究所・研究員‟ 

 報告者 安高 啓朗 (立命館大学国際関係学部・准教授) 

         “Economic Aspects of International Society” 

      池田 丈佑  „Assistant Professor, O.P.Jindal Global University) 

            “The World as a Process: Whitehead, Nakamura,                    
                  and the Cosmopolitan History of Ideas” 

 討論者 大中 真 „桜美林大学人文学系・准教授‟ 

セッションⅡ １３：００－１７：００ 
 司会  池田 丈佑  
 基調講演  
    Dr. Andrew Linklater (Woodrow Wilson Professor in International    
                            Politics, Aberystwyth University) 
        “Violence and Civilization in the Western States-System” 
     
     Dr. Hidemi Suganami  (Professor in International Politics,  
               Aberystwyth University) 
          “Rethinking Patrick Thaddeus Jackson’s Conduct of Inquiry” 

 討論者 陳 慶昌 „立命館アジア太平洋大学アジア太平洋学部・助教‟ 
          シャーニー・ジョージアンドレア „国際基督教大学・教養学部・准教授‟ 
 

院生セミナー 
   日時： 2012年3月27日(火)13:00-16:00  

        場所： 立命館大学 衣笠キャンパス 恒心館735号 
     

司会  川村 仁子 „龍谷大学アフラシア多文化社会研究センター・博士研究員‟ 

講師  Dr. Andrew Linklater 
    Dr. Hidemi Suganami 
質疑応答 

 

2011年度 英国学派研究会 国際シンポジウム 

英国学派国際関係論と脱覇権の国際秩序

参加費は無料です。参加希望の方は、事前に
english.school.ir@gmail.com宛„事務局‟に 
ご連絡ください。 
※会場に駐輪・駐車場はございません。 
 公共交通機関にてご来場ください。 

主催： 英国学派とポスト西洋型国際関係理論研究プロジェクト 
共催： 立命館大学国際地域研究所・ 立命館大学大学院国際関係研究科 立命館大学立命館グローバル・イの-ベーション研究機構R-GIRO研究 
   プログラム「新しい平和学に向けた学際的研究拠点の形成：ポスト紛争地域における和解志向ガバナンスと持続可能な平和構築の研究」 


